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町 民 の 安 全町 民 の 安 全 を確保！浜大樹・を確保！浜大樹・
旭地区に津波旭地区に津波 避難タワーを整備避難タワーを整備

条例の一部改正や
補正予算など
30件を審議！！

▲詳しくはこちら！

工事請負契約の締結
浜大樹地区津波避難タワー新築工事 ※1

指名競争入札により工事業者を決定いたしました。

指名競争入札により工事業者を決定いたしました。

指名競争入札により工事業者を決定いたしました。

工事名 契約金額 契約の相手方 工事内容 工　期
浜大樹地区津波避
難タワー新築工事 4億9,225万円 株式会社

髙橋工務店
建築工事、電気設備工事、
機械設備工事、外構工事

令和８年６月４日から
令和９年７月20日まで

工事名 契約金額 契約の相手方 工事内容 工　期
旭地区津波避難
タワー新築工事 4億7,410万円 菊池建設株式会社 建築工事、電気設備工事、

機械設備工事、外構工事
令和８年６月４日から
令和９年７月20日まで

工事名 契約金額 契約の相手方 工事内容 工　期

大樹町都市公園
整備事業 1億7,578万円 株式会社

北海道アルファ

公園造成
敷地造成工一式、園路広
場整備工一式、遊戯施設
整備工一式、サービス施
設整備工一式　他

令和８年６月４日から
令和９年２月10日まで

旭地区津波避難タワー新築工事

大樹町都市公園整備事業 ※2

※２　イメージ図※１　イメージ図

日本海溝・千島海溝型地震に備えます かつてのコスモスガーデンを整備します
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議 案 審 議議 案 審 議
６月２日～６月５日開催６月２日～６月５日開催

町 民 の 安 全町 民 の 安 全 を確保！浜大樹・を確保！浜大樹・
旭地区に津波旭地区に津波 避難タワーを整備避難タワーを整備

第２回
定例会

６月２日
一般会計予算  １億1,251万3,000円 を追加補正

小学校内の照明をLED化することで、明る
く快適な学習環境を整えるとともに、省エ
ネルギーを推進し、環境への負荷を低減す
る費用を増額補正。

令和７年度に引き続き町内の交通空白解消
を進めるため、コンサルティングやライド
シェア実証実験運行管理に係る費用を増額
補正。

小学校内照明をLEDに更新

町内の交通空白を解消

学校管理費

交通空白解消緊急事業

デジタル推進事業

学校管理費

町公式LINEを活用し、各種申請手続きや町
からのお知らせをワンストップで確認でき
る「住民ポータル」を拡充。住民の皆さま
の利便性向上と行政手続きの効率化を推進
する費用を増額補正。

中学校の廊下に経年によるたわみが発生し
たため、生徒が安全に学校生活を送れるよ
う校舎の補強工事を図る費用を増額補正。

住民ポータルサイトの機能拡充

中学校の廊下を補強工事

意見書の提出
「意見書」とは…
地方公共団体の公益に関して、議
会の意思を意見としてまとめた文
書のことです。
国や北海道などの関係機関に意見
書を提出して問題を解決するよう
要望し、大樹町議会としての考え
を表明することができます。

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・
木材産業施策の充実・強化を求める意見書

経済常任委員会で審議された意見書は定例会最終日に全会
一致で採択し、後日、関係大臣に意見書を提出しました。

森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負担の少ない循環
型社会を形成するため、森林整備事業予算、治山事業予算
の十分な確保、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・
林業・木材産業施設の充実・強化を求める。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 

般 

質 

問

播
は り ま

間 章
あきひろ

浩 議員

質問

答

自転車利用者の安全確保を！

できる部分から改善していく

質
問　
令
和
８
年
４
月
の
改
正
道
路
交
通
法
施
行
に
よ
り
、
自

転
車
利
用
時
の
ル
ー
ル
や
罰
則
の
見
直
し
、
安
全
対
策
の
強
化
な

ど
自
転
車
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
小
中
高
生

を
含
む
若
年
層
へ
の
自
転
車
の
交
通
安
全
教
育
の
状
況
及
び
高
齢

者
を
含
む
町
民
に
対
す
る
自
転
車
交
通
安
全
の
啓
発
・
周
知
状
況

に
つ
い
て
。

答
（
黒
川
町
長
）　

若
年
層
へ
の
自
転
車
交
通
安
全
教
育
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
警
察
署
員
を
招
い
た
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て

お
り
、
町
民
に
対
す
る
自
転
車
交
通
安
全
の
啓
発
、
周
知
状
況
に

つ
い
て
は
、
広
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

再
質
問　
通
学
路
の
安
全
点
検
と
整
備
、今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

危
険
箇
所
の
点
検
は
関
係
機
関
と
連
携
す

る
他
、
保
護
者
の
声
や
、
実
際
に
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

声
な
ど
学
校
の
方
と
連
携
し
、
都
度
出
て
き
た
も
の
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問　
自
転
車
が
歩
道
を
走
行
で
き
る
た
め
の
対
策
・
対
応

に
つ
い
て
。

答
（
黒
川
町
長
）　

現
状
に
お
い
て
自
転
車
で
の
車
道
通
行
が
危

険
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
歩
道
通
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
特
段
の
対
策
を
考
え
て
い
な
い
。

答
（
西
尾
住
民
課
長
）　

役
場
の
下
か
ら
、
南
町
ま
で
の
国
道
に

つ
い
て
は
、
歩
道
通
行
可
の
標
識
が
つ
い
て
い
る
の
で
自
転
車
が

歩
道
を
通
れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

再
質
問　
町
民
が
安
心
し
て
自
転
車
を
利
用
で
き
る
今
後
の
道

路
環
境
整
備
に
つ
い
て
。

答
（
黒
川
町
長
）　

現
在
、
自
転
車
道
を
整
備
す
る
計
画
は
無
い

が
、
自
転
車
の
安
全
性
向
上
へ
の
対
策
は
課
題
と
し
て
認
識
し
て

お
り
、
整
備
形
態
と
し
て
は
、
自
転
車
専
用
通
行
帯
や
、
自
動
車

と
自
転
車
が
混
在
す
る
車
道
混
在
等
が
考
え
ら
れ
る
。
通
学
路
に

あ
る
電
柱
の
移
設
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
積
極
的
に
や
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

改
正
道
路
交
通
法
と
自
転
車
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

Q1

町民の声を町政に届ける

◆
一
般
質
問
と
は
◆

　

一
般
質
問
は
、
町
の
事

務
や
事
業
に
関
し
て
質
問

で
き
る
大
事
な
議
員
活
動

の
場
で
す
。

　

年
４
回
の
定
例
会
に
行

い
、
臨
時
会
で
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
質
問
時
間
は
30
分

　

大
樹
町
議
会
で
は
、
議

員
が
質
問
で
き
る
時
間
は

一
問
に
つ
き
30
分
以
内
で

す
。
答
弁
に
制
限
時
間
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
一
問
一
答
方
式

　

議
員
と
町
長
が
対
面
し

て
、
一
つ
質
問
を
し
て
、

一
つ
回
答
を
し
ま
す
。

・
事
前
通
告

　

質
問
し
た
い
議
員
は
、

前
も
っ
て
質
問
内
容
を
記

し
た
「
事
前
通
告
書
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

・
登
壇
順
（
質
問
順
）

　

原
則
と
し
て
、
通
告
書

の
提
出
順
に
質
問
し
ま
す
。

志民 和義 議員� P6
◎�原油・ナフサの高騰
による町内産業への
影響に対する町の支
援策について

播間 章浩 議員� P4
◎�改正道路交通法と自
転車の安全確保につ
いて

吉岡 信弘 議員� P5
◎�大樹高校の現状と今
後の対策について

菅　 敏範 議員� P6
◎�町有林の二酸化炭素
吸収量売却の進捗状
況について

菅　 敏範 議員� P5
◎�部活動の地域展開と
練習環境の整備につ
いて

４名の議員が
５項目について質問第2回定例会　一 般 質 問

※内容は要約して掲載しています。
　�詳しくは、二次元コードより議会
中継をご覧ください。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 

般 

質 

問

質
問　
道
教
委
が
公
表
し
た
、
２
０
３
１
年
度
ま
で
に
休
日
の

す
べ
て
の
中
学
校
部
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
で
実
施
す
る
素
案
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

当
町
は
平
日
の
部
活
動
を
「
モ
デ
ル
事
業
」

と
し
て
実
施
し
て
き
た
の
で
、
そ
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
実

施
可
能
な
競
技
・
文
化
活
動
を
、
段
階
的
に
「
地
域
ク
ラ
ブ
化
」

を
目
指
す
考
え
。

　

具
体
的
に
は
、「
地
域
ク
ラ
ブ
指
導
者
バ
ン
ク
」
を
周
知
・
活

用
し
、
国
や
道
の
補
助
金
の
活
用
や
広
域
連
携
も
視
野
に
入
れ
て

取
り
組
む
。

再
質
問　
「
モ
デ
ル
事
業
」
で
実
施
し
て
い
る
陸
上
競
技
の
練
習

環
境
の
整
備
と
し
て
、
短
距
離
走
コ
ー
ス
新
設
と
跳
躍
競
技
の
環

境
改
善
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

短
距
離
走
の
専
用
レ
ー
ン
の
必
要
性
は
理

解
す
る
が
、
整
備
費
や
維
持
管
理
の
問
題
も
あ
り
、
外
部
財
源
の

活
用
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　

跳
躍
競
技
の
練
習
環
境
整
備
は
、
大
規
模
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

は
難
し
い
の
で
、
費
用
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
、
安
全
に
練
習

に
励
め
る
環
境
整
備
を
検
討
し
た
い
。

部
活
動
の
地
域
展
開
と
練
習
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

Q1
菅
すが

　 敏
としのり

範 議員

質問

答

休日部活動の地域展開を
どう取り組んでいくのか

モデル事業の成果を生かし段階的に

吉
よしおか

岡 信
のぶひろ

弘 議員

質問

答

再編心配、
選ばれる大樹高校に
大樹中生が進学したいと思える教育環境整備に
取り組む

質
問　
大
樹
高
校
の
今
年
度
の
新
入
生
は
定
員
40
人
に
対
し
17

人
、
大
樹
中
学
校
か
ら
は
９
人
で
今
後
が
心
配
さ
れ
る
。
私
立
高

校
授
業
料
無
償
化
の
影
響
も
あ
る
と
思
う
が
、
選
ば
れ
る
大
樹
高

校
と
な
る
よ
う
に
推
進
活
動
を
。

答
（
黒
川
町
長
）　

私
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
は
、
地
域
の
普

通
科
高
校
に
と
っ
て
影
響
は
大
き
く
大
変
厳
し
い
環
境
に
な
っ
て

い
る
。
大
樹
中
学
校
の
生
徒
が
進
学
し
た
い
と
思
え
る
教
育
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

再
質
問　
大
樹
中
学
校
卒
業
生
総
数
と
大
樹
高
校
進
学
率
は
。

北
海
道
教
育
委
員
会
が
示
す
道
立
高
校
存
続
要
件
と
大
樹
高
校
の

現
状
と
見
通
し
は
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

令
和
７
年
度
は
卒
業
生
47
人
で
大
樹
高
校

入
学
者
９
人
、
進
学
率
19
・
1
％
。
要
件
は
、
５
月
１
日
現
在
第

１
学
年
１
学
級
で
在
籍
者
数
が
２
年
連
続
20
人
未
満
だ
と
再
編
整

備
の
対
象
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
来
年
度
の
入
学
者
数
が
20
人
未

満
と
な
っ
た
場
合
は
規
定
に
当
て
は
ま
る
。

再
質
問　
大
樹
高
校
か
ら
国
公
立
大
学
へ
合
格
で
き
る
と
児
童

生
徒
、
保
護
者
へ
の
力
強
い
広
報
活
動
を
。
ま
た
大
樹
高
校
進
学

に
結
び
付
く
小
中
高
一
貫
し
た
ス
ポ
ー
ツ
等
を
検
討
す
る
た
め
、

乳
幼
児
か
ら
中
学
生
の
保
護
者
と
児
童
生
徒
ま
で
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
。

答
（
沼
田
教
育
長
）　

進
路
に
合
わ
せ
個
別
指
導
を
し
て
お
り
、

令
和
７
年
度
は
大
樹
高
校
か
ら
国
公
立
大
学
に
一
般
受
験
で
２
人

が
合
格
し
た
。
進
路
実
績
や
取
り
組
み
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
は
学
生
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
も
含
め
帯
広
な
ど
に
出
向
き

広
報
活
動
を
実
施
す
る
。
文
化
ス
ポ
ー
ツ
は
小
中
高
共
通
し
て
指

導
に
当
た
れ
る
外
部
指
導
者
や
費
用
負
担
な
ど
の
軽
減
策
を
検
討

す
る
。
今
年
度
も
地
元
進
学
率
向
上
等
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
調
査
対
象
範
囲
や
内
容
は
検
討
し
た
い
。

大
樹
高
校
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

Q1
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 

般 

質 

問

質
問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
運
動
の
一
環
と
し
て
検
討
中
の
町
有
林

の
吸
収
量
売
却
に
つ
い
て
。
令
和
８
年
度
の
現
地
調
査
や
計
画
策

定
を
経
て
、
令
和
９
年
度
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
発
行
を
目
指
す
計
画
の

進
捗
と
、
対
象
面
積
の
確
定
状
況
を
伺
う
。

答
（
黒
川
町
長
）　

対
象
面
積
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
経
て

確
定
す
る
が
、
現
状
の
森
林
経
営
計
画
デ
ー
タ
で
は
人
工
林
約
１
，

８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
天
然
林
約
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
６
月
中
に
事
業
者
と
契
約
締
結

で
き
れ
ば
、
令
和
８
年
度
中
に
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、
令
和
９

年
３
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
た
だ

し
、
契
約
が
７
月
以
降
に
ず
れ
込
ん
だ
場
合
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

登
録
は
令
和
９
年
度
中
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

再
質
問　
事
業
者
選
定
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

当
初
の
協
議
か
ら
状
況
に
変
化
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
令
和
８
年

度
の
現
地
調
査
は
順
調
に
進
む
の
か
。

答
（
藤
谷
農
林
水
産
課
長
）　

当
初
は
北
海
道
の
事
業
と
合
同

実
施
し
、
高
額
な
航
空
デ
ー
タ
撮
影
費
を
抑
え
る
計
画
だ
っ
た
が
、

道
と
の
合
同
実
施
は
見
送
ら
れ
た
。
現
在
は
単
独
実
施
に
向
け
た

見
積
も
り
を
精
査
し
て
お
り
、
並
行
し
て
打
診
の
あ
っ
た
他
社
も

含
め
て
比
較
検
討
し
、
適
正
な
事
業
者
を
選
定
す
る
。

町
有
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
売
却
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

Q1
菅
すが

　 敏
としのり

範 議員

質問

答

町有林の二酸化炭素吸収量
売却の現状は

プロジェクト登録は令和９年３月を予定している

質
問　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
脈
で
あ
る
原
油
・
ナ
フ
サ
の
不

足
・
高
騰
に
よ
り
、
町
内
の
農
林
漁
業
に
お
け
る
生
産
資
材
の
高

騰
や
、
土
木
建
築
業
の
経
営
圧
迫
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
よ
う
な
事
業
者
へ
の
直
接
的
な
支
援
や
、
国
へ
の
働
き
か
け

に
つ
い
て
取
組
む
考
え
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
（
黒
川
町
長
）　

中
東
情
勢
の
緊
迫
に
伴
う
供
給
不
安
や
原
油

価
格
高
騰
が
、
国
内
産
業
へ
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
十
勝
管
内
市
町
村
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
と
き
に
は
十
勝
町
村
会
を
通
じ
、
必
要
な
支
援

を
国
に
要
望
し
た
い
。
事
業
者
支
援
で
は
現
在
、
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
て

い
る
。
10
月
に
も
２
回
目
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。
今
後
の
国
の
動
向
や
経
済
情
勢
を
み

な
が
ら
関
係
機
関
と
協
議
し
対
応
を
検
討
し
た
い
。

再
質
問　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
て
い
る
が
、
ほ
か
に

事
業
者
か
ら
要
望
は
出
て
い
な
い
か
。
商
工
会
と
は
ど
の
よ
う
な

話
し
合
い
を
し
て
い
る
か
。

答
（
黒
川
町
長
）　

商
工
会
と
は
原
油
ナ
フ
サ
高
騰
に
か
か
る
部

分
で
の
特
別
な
経
済
支
援
の
話
は
し
て
い
な
い
。
国
で
予
定
し
て

い
る
補
正
予
算
の
状
況
を
み
な
が
ら
協
議
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問　
地
元
の
末
端
ま
で
支
援
が
行
き
わ
た
る
よ
う
に
関
係

機
関
と
協
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
（
黒
川
町
長
）　

十
勝
圏
活
性
化
推
進
期
成
会
で
令
和
９
年
度

の
予
算
要
望
と
し
て
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
負
担
軽
減
策
の
要
望

を
す
る
予
定
。

志
し た み

民 和
かずよし

義 議員

質問

答

原油・ナフサ不足で
町内業者の影響は

道や管内市町村と情報共有し国に要望する

原
油
・
ナ
フ
サ
不
足
で
町
内
業
者
の
影
響
は

Q1
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議会傍聴の感想

高校生議会に向け議会を傍聴
　６月４日、大樹高校の３年生26名が「総合的探究の時間」の授業の一環で、定例第２回
町議会の一般質問を傍聴しました。
　高校生は、傍聴人数の定員の関係から、議場と会議室でのモニター傍聴を交代で行い、
議会の雰囲気を間近に感じながら、議員の質疑と町長の答弁のやりとりに熱心に耳を傾け
ていました。なお、高校生議会は10月に開催を予定しています。

議員が住民目線で
話し合いをしてい
る様子をみて町政
への理解が深まり
ました。今後も地
域の問題に関心を
持ち、自分自身も
町づくりについて
考えていきたいと
思いました。

議員のみなさんが
大樹町をよりよく
するために、真剣に
話し合っているこ
とがわかりました。

地域のために熱く語っていて、よりよくしたい
気持ちが伝わってきました。一人一人が質問を
していく中で、色々な意見があって、それを答
えて実現しなければならない難しさを今回聞
いていてなんとなく伝わってきました。

町民や関係機関の声が大切だと思った。様々な想定や、他町村との比較
を聞いて、授業で行っている探究活動にも必要なことだと思った。初め
て議会を見学して、大樹町の色々なことに目を向けようと思った。

　議会は、住民の代表機関として、民意を広く
行政に反映させるため、国や町の事務などに関
する請願・陳情を処理することとなっています。

　請願とは、憲法に規定された国民の権利とし
て公の機関に対し、要望する行為で、紹介議員
が必要となります。陳情も同様に扱われますが、
紹介議員は必要ありません。

請願・陳情は
どなたでもできます

ぜひ気軽に傍聴にお越しください

詳細は議会事務局へお問い合わせください

TEL 6-5035

次の定例会は次の定例会は
9月9月ですです

7　　　　たいき議会だより（No.205）



工事名 契約金額 契約の相手方 工事内容 工期

北海道スペース
ポート整備工事 4億7,971万円

日本工営・黒川・
清水・宮坂特定建
設工事共同企業体

・ロケット組立棟工事一式
・射場土木工事一式

令和８年５月１日から
令和９年３月19日まで

議 案 審 議議 案 審 議
4月28日開催4月28日開催

条例の一部改正や
補正予算など
10件を審議！！

令和8年
第２回
臨時会

防災対策のさらなる推進のため、避難所の
暑さ対策のためのスポットエアコンや災害
用備蓄品、災害時に役立つ公用車等を購入
する費用を増額補正。

防災備品・避難所環境の整備

市街地を対象とした2,600台のスマート
メーターの導入、設置工事、登録手数料、
端末通信費等の費用を増額補正。

水道スマートメーターの導入

４月28日
一般会計予算 6,572万4,000円
水道事業会計予算 5,456万1,000円 を追加補正

随意契約により工事業者を決定いたしました。

工事請負契約の締結
北海道スペースポート整備事業

防災対策推進事業 営業費用、量水器整備事業費

本会議や予算・決算特別委員会はライブ中継しています。
ライブ中継を見られない場合でも、録画中継をご覧いただけます。
スマートフォンやタブレット、パソコンなどで気軽に議会を傍聴
できますので、ぜひご利用ください。
大樹町議会チャンネルをチャンネル登録すると、ライブ中継や
録画中継が公開される際に通知を受け取ることができます。

YouTubeで議会中継をご覧いただけます！

大樹町議会大樹町議会
チャンネルチャンネル
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議会改革に向けた取り組み
大樹町議会では、令和９年度の改選期に向け、議会改革の取組を行っています。

■執行機関側のペーパーレス化
　執行機関側からの申し入れにより議案の紙配付が廃止されました。これにより、年間数千枚単
位での紙削減を実現し、事務効率の向上や資源保護、コスト削減が見込まれます。

■タブレット端末を用いた会議運営
　令和７年11月よりタブレット端末を導入し、本会議や委員会での資料確認に活用しています。
デジタルツールの積極的な活用により、迅速な情報共有と円滑な会議運営を目指しています。操
作に不慣れな点や改善の余地はありますが、全議員が一丸となってデジタル推進に取り組んでい
ます。

議会改革に関する調査特別委員会
設置目的・目標
　議員定数、議員報酬、政務活動費、議会基本条例の制定など、議会改革に関する調査
と研究を行います。
　住民との連携強化、議会運営の効率化、情報公開の徹底など、二元代表制の一翼を担
う町議会の活性化を目指します。
　なお、調査期間は調査研究が終了するまでとし、閉会中も継続調査ができます。

　これまでの議会改革に関する調査特別委員会の活動をお知らせします。
議会改革に関する調査特別委員会では、令和7年6月からこれまで計9回にわたり、議会改革
を進めるべく議論を重ねてきました。
主な協議テーマは以下のとおりです。

・議員定数・議員報酬・政務活動費のあり方
　（大樹町の現状に見合う適切な規模や待遇について）

・議会基本条例の制定に向けた検討
　（議会の役割と責務を明文化し、議会運営の根幹を整える取り組み）

　これらの課題は、町の持続的な発展と、皆様の声をしっかり町政に届けるために欠かせな
いものです。今後は、議論の最終とりまとめに向けた協議を本格化させていきます。議会が
より身近な存在となるよう、今後も慎重かつ積極的に改革を進めてまいります。

9　　　　たいき議会だより（No.205）



会議・行事出席状況 令和８年４月１日から６月30日までに行わ
れた、会議や行事への出席状況をお知らせ
いたします。
行事については、議会へ案内のあったもの
を掲載しております。

○：出席　　　×：欠席　　　△：病欠　　　　□：他公務
遅：遅参　　　早：早退　　　ー：対象外

開催日 会議・行事名
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

播間 寺嶋 辻󠄀本 吉岡 西山 船戸 杉森 西田 安田 志民 菅 齊藤
4月  8日 第９回広報広聴常任委員会 ー ー × ○ ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー

4月20日
第18回議会運営委員会 ○ ○ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ○ ○
議員協議会 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第８回議会改革に関する調査特別委員会 ○ ○ ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ○ ○

4月28日
第19回議会運営委員会 ○ ○ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ○ ○
第２回臨時町議会 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5月16日 町民植樹祭 × × × ○ △ × × × ○ ○ ○ ×

5月27日
議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第20回議会運営委員会 ○ ○ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ○ ○

5月28日 大樹消防団春季消防演習 ○ ー
※団員 ○ ○ △ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

6月  2日
第２回定例町議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第13回経済常任委員会 ○ ー ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ○
第８回総務常任委員会 ー ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ○ ○ ー

6月  4日
第２回定例町議会　一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第10回広報広聴常任委員会 ○ ○ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ○ ○

6月  5日
議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第２回定例町議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第14回経済常任委員会 ○ ー ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ○

6月17日 第９回議会改革に関する調査特別委員会 ○ ○ ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ○ ○

6月22日
議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第15回経済常任委員会 ○ ー ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ○
第９回総務常任委員会 ー ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ○ ○ ー

令和８年６月に行われた第２回定例町議会の様子

令和７年 議会活動状況

定例会 臨時会 一般質問
延べ人数

一般質問
延べ件数

議　　会
傍聴者数

12日 5日 18人 19件 42人

議会の開催

条　例 予　算 決　算 意見書 その他 合　計

35 39 ８ ２ 32 １16

議決件数 （単位：件）

職　名 本 会 議 委 員 会 全員協議会 研修・視察 会 議 出 席 行 事 な ど 合　計

議　　長 17 33 16 10 19 180 218日

副 議 長 17 36 16 9 6 42 90日

議員平均 17 23 16 7 2 23 64日

議員活動日数 （単位：日）

（令和７年１月～令和７年12月）
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一目でわかる 審議結果審議結果

第
２
回
臨
時
会

大樹町税条例の一部改正 原案可決
地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴う条例の一部改正。
大樹町国民健康保険税条例の一部改正 原案可決
国民健康保険法施行令の一部を改正する政令等の公布に伴う条例の一部改正。
町道路線の廃止 原案可決
道路法の規定により町道を廃止。
町道路線の認定 原案可決
道路法の規定により町道を認定。
令和８年度大樹町一般会計補正予算（第１号） 原案可決
歳入歳出それぞれ6,572万4千円を追加。
令和８年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 原案可決
歳入歳出それぞれ448万4千円を追加。
令和８年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
歳入歳出それぞれ83万6千円を追加。
令和８年度大樹町水道事業会計補正予算（第１号）

原案可決収益的収入を181万5千円追加、収益的支出を546万1千円追加。
資本的収入を2,507万6千円追加、資本的支出を4,910万円追加。
工事請負契約の締結 原案可決
美成７号支線避難道路整備工事の請負契約を1億3,310万円で締結。
工事請負契約の締結 原案可決
北海道スペースポート整備工事の請負契約を4億7,971万円で締結。

第
２
回
定
例
会

令和７年度大樹町一般会計繰越明許費繰越計算書 報告済
令和７年度大樹町一般会計から10億9,942万5千円を翌年度に繰り越し。
令和７年度大樹町水道事業会計予算繰越計算書 報告済
令和７年度大樹町水道事業会計から１億5,451万７千円を翌年度に繰り越し。
大樹町固定資産評価審査委員の選任 同意
委員に前田健次氏を再任することに同意。
大樹町固定資産評価審査委員の選任 同意
委員に猪飼敬司氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に竹次正実氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に水野敦氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に金曽千春氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に穀内和夫氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に乙部毅博氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に佐藤照実氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に西川圭介氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に寺嶋誠一氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に鈴木敏文氏を任命することに同意。

全会一致の議案

次のページへ続く
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この議会だよりは古紙配合率60％の
再生紙を使用しています。

第
２
回
定
例
会

大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に三木隆志氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に牧田日出男氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に太田福司氏を任命することに同意。
大樹町農業委員会委員の任命 同意
委員に角倉和博氏を任命することに同意。
令和８年度大樹町一般会計補正予算（第２号） 原案可決
歳入歳出それぞれ1億1,251万3千円を追加。
令和８年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 原案可決
歳入歳出それぞれ57万円を追加。
令和８年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
歳入歳出それぞれ219万円を追加。
令和８年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
歳入歳出それぞれ27万円を追加。
工事請負契約の締結 原案可決
大樹町都市公園整備工事の請負契約を1億7,578万円で締結。
工事請負契約の締結 原案可決
寿町団地5号棟新築工事（建築主体）及び外構工事の請負契約を1億1,638万円で締結。
工事請負契約の締結 原案可決
浜大樹地区津波避難タワー新築工事の請負契約を4億9,225万円で締結。
工事請負契約の締結 原案可決
旭地区津波避難タワー新築工事の請負契約を4億7,410万円で締結。
財産の取得 原案可決
随意契約によりロールベルトベーラーを880万円で購入。
財産の取得 原案可決
指名競争入札によりロータリー除雪車を6,281万円で購入。
財産の取得 原案可決
随意契約により災害用備蓄品を1,218万9,100円で購入。
財産の取得 原案可決
指名競争入札により生ごみ処理機一式を871万2,000円で購入。
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施設の充実・強化を求める意見書

原案可決森林整備・治山事業予算の十分な確保、森林資源の循環利用促進のための支援を充実・強化
することを求める意見書を提出。

広報広聴常任委員会
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※１：予定価格700万円以上の財産の取得は議会の議決が必要です！
※２：5,000万円以上の工事請負契約の締結は議会の議決が必要です！
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